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健康で働き甲斐のある職場をめざして！自治労県職労　定期大会
自治労神奈川県関係職員連合労働組合第4回大会・自治労神奈川県職員労働組合第30回大会
　自治労県職労は、本日定期大会を開催します。大会では、参加者から提起される職場課題や、次の当面の重要課題について議論し、方針を決定していきます。多くの組合員の参加を要請します。

当面の重要課題

１．2012確定闘争課題

○賃　金

・人事院勧告資料でも、関東甲信越はプラス較差。県人事委員会は精確な勧告を！

・県と同規模の民間企業並みに初任給改善を！

○高齢職員の昇給・昇格抑制問題

・高給キャリア官僚が多数滞留している国と地方はおのずと違う。機械的な適用はありえない！

○通勤手当（自動車）

・ガソリン代は高値安定！引上げの時。
○退職手当

・国で法案が成立する前の提案はありえない。

・高額退職金を受け取る職員の多い国と同様の引下げは合理的な根拠がない。

○再任用問題

・年金が全く支給されない場合の制度を早急に構築すべき！

・障害のある職員も安心して働ける制度とすべき

○現給保障・住居手当

・労使合意事項であり、較差内賃金である。見直すのなら、6年前の給与構造改革も見直しを！

○臨任・非常勤の賃金・報酬・労働条件

・臨任職員の雇用空白期間解消、給与上限の撤廃。

・雇用実態に応じた社会保険（雇用主）の支払い。

　・臨任・非常勤職員の療養休暇の有給化。

２．「神奈川臨調」への対応

「神奈川臨調」の考えは、低賃金が原因にもかかわらず、会社と賃上げ交渉もせず、「うちは貧乏なんだ！」とわめきながら、家や家財道具（県有財産）を売り払い、子どもや年寄りから小遣い（補助金）を取り上げる、ろくでもないオヤジのようです。

まともに相手にするのもばかばかしい限りですが、県民・職員に被害が及ばないよう、議会や市町村組合、県民と連携して粉砕します。
３．自治労県職労基本要求の取組み

○人員確保の取組み

　・職場から具体的な要求の積み上げ。

　・職場・協議会・支部・本部の重層的な交渉の積み上げ（支部・協議会のない職場は本部直轄）。

　○過重労働の撲滅（人員増を前提として）
　・予算・議会・調査等での、ムダな仕事の排除。
　○労働安全衛生

・恒常的時間外勤務が解消されるまで、労働安全衛生確保のため、時間外も冷暖房を稼動させる
・更新基準の見直し等、庁用自動車の安全確保。

○メンタルヘルス不全対策の取組み

　・産業医を責任者とした総合対策チームの設置。

・職場支援：フォローする職員の支援策の拡充。

　・予防策：採用後半年経過者への保健師の面談。

　　　　　　合庁等での講習会・相談会等の実施。

　・復職支援：リハビリ勤務の検証。保険の加入。

　○公正労働の確立

　・行政補助員制度の抜本的見直し。

　・公契約条例の制定の促進。
臨時・非常勤職員に手当支給を可能とする地方自治法改正等について国会質疑－8月28日
川端総務大臣が「実態の把握を行い、任用と処遇の在り方について幅広く検討を加速させていく」と答弁
　8月28日、参議院総務委員会の審議において、地方公務員の臨時・非常勤職員への手当支給を可能とする地方自治法改正に関わる質疑が行われた。
　この間、公務員連絡会地公部会は、臨時・非常勤等職員の処遇改善、雇用安定に向けた法改正にむけて、2011年4月及び8月に総務省に提出した160万筆署名もの現場の声を背景に、2011年4月に発足した民主党の地方自治体臨時・非常勤職員問題ＷＴを軸に政治対策を進めてきた。
　ＷＴでは、地方自治体の非常勤職員への手当支給を可能とする地方自治法改正などの処遇改善・雇用安定にむけた「短期的課題についてとりまとめ」をまとめ、2012年8月2日の政策調査委員会で了承。民主党は、今通常国会における地方自治法改正法案提出・成立をめざすことを確認し、国会対策を進めてきた。
　しかし、衆議院段階での改正案修正については、混迷を深める国会情勢の影響もあり、与野党間の調整がつかず、地方公務員部会は、民主党、社民党と緊密な連携をはかりながら、参議院総務委員会での附帯決議をめざして国会対策を進めてきた。自民党を除く他の野党は、附帯決議に賛成を表明したものの、自民党の強固な反対の姿勢は変わらず、附帯決議が全党一致という慣例であることから、断念せざる得なかった。
　このため、地公部会は、質疑において総務大臣から前向きな答弁を得るべく対応を進めてきたが、8月29日には、自民、公明両党が問責決議案を提出するという緊迫した情勢の中、28日中に総務委員会において今国会で成立をはからなければならない法案の採決を急ぐ必要があり、国会対策上の理由から民主党の質疑時間を野党に譲るという異例の事態に至った。
　しかしながら、臨時・非常勤職員の処遇改善・雇用安定にむけた法整備の必要性という点については、この間の民主党の努力により自民党を除く与野党間の共通理解が一気に進んだことから、28日の参議院総務委員会において、みんなの党の寺田典城議員、社民党の又市征治議員、緑の党の行田邦子議員が、臨時・非常勤職員に手当支給を可能とする地方自治法改正などに関わって質疑を行った。
　これらの質疑に対して、川端総務大臣は、「任用と処遇に関しては、各地方公共団体が責任をもって対処していくことが基本であるが、総務省としても、この問題をきわめて重要であると考えている。あらためて実態の把握を行い、任用と処遇の在り方について幅広く検討を加速させていきたい」と答弁を行った。
　また、三輪公務員部長は、「臨時・非常勤職員への手当支給に関わって、平成20年に東京高裁（東京・東村山事件)が示した、（非常勤職員の）勤務の内容、態様、あるいはその役割、また待遇等の取り扱いなどの諸事情を総合的に考慮して、常勤の職員に該当するか認めることが相当であるという判例に留意する必要がある」との答弁を行った。
　この間、総務省は、臨時・非常勤職員の実態を踏まえた処遇等のあり方について検討を行うことを頑なに拒んでいたが、28日の国会質疑で、「検討を加速する」姿勢を明確にしたことは、一定の前進ということができる。
　また、臨時・非常勤職員への手当支給に関わり東京高裁判決にも留意をする必要があるという答弁は、「常勤」か「非常勤」かの区分を、職務内容が常勤職員と同様であるかどうかを考慮して実質的に判断する必要があることを認めたものであり、これまでの答弁と比較すると一歩前進した内容ということができる。
　年収200万円未満という「官製ワーキングプア」問題解決にむけた法整備の必要性について、自民党を除く全会派が一致をしたことはこの間の運動の一定の成果ということができる。
　今後、地方公務員部会としては、「官製ワーキングプア」問題の解決にむけて幅広く世論に訴えるとともに、28日の国会答弁を踏まえ、今秋の公務員部長交渉においてさらなる前進回答を得るよう総務省交渉等を強化する。
　また、自治体確定交渉においては、当局に対して地方自治法改正など法整備の早期実現を地方三団体として意見をとりまとめ、政府に要望を行うよう求めていく取り組みなど、中央段階、地方段階での取り組みに全力をあげていく。
以上

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































